
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
５
０
回 

 

故
山
川
治
雄
氏
の
追
悼
登
山 

 

◇ 

実
施
日 

１
０
月
１
７
日
（
日
） 

曇
り
時
々
晴 

◇ 

参
加
者 

 
 

 

ご
遺
族 

 
 

山
川
白
妙
、
山
川
自
知 

 

山
川
氏
友
人 

西
克
、
陰
地
成
典
、
新
谷
愛
子
、
尾
川
あ
や
子 

 
 

山
彦 

 
 

沖
崎
吉
信
、
生
熊
敏
男
、
中
前
偉
、
豊
嶋
寛
、
濱
野
兼
吉
、

畑
林
秀
味
・
清
子
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
高
階
鈴
子
・
美

根
子
、
梶
野
照
雄
、
植
平
修
、
榊
本
眞
人
、
坂
野
良 ２

１
名 

  

忘
れ
は
し
な
い
。
５
年
前
、
行
仙
宿
に
東
紀
州
１
０
マ
ウ
ン
テ
ン
の
会
の
多

数
の
方
々
が
来
宿
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
お
一
人
か
ら
「
俺
も
や
ま
び
こ
に
入
れ

て
く
れ
」
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。 

川
島
前
代
表
は
そ
の
人
と
は
面
識
が
あ
る
よ
う
で
、
是
非
々
と
話
し
が
進
ん
で

い
る
。
聞
く
と
熊
野
市
の
山
川
治
雄
さ
ん
だ
。
こ
の
方
が
あ
の
山
川
さ
ん
か
、

と
思
っ
た
記
憶
が
あ
る
。 

 

２
０
年
以
上
前
か
ら
山
川
さ
ん
は
熊
野
市
、
尾
鷲
市
の
近
郊
は
元
よ
り
、
大

峯
・
大
台
な
ど
の
紀
伊
半
島
南
部
を
中
心
に
積
極
的
な
山
行
を
重
ね
て
お
ら
れ
、

ま
た
地
域
の
た
め
に
も
色
々
と
お
世
話
さ
れ
て
お
ら
れ
て
多
方
面
に
わ
た
っ

て
活
躍
さ
れ
て
き
た
。 

熊
野
市
池
川
の
山
中
で
生
ま
れ
育
ち
、
３
０
年
間
の
狩
猟
生
活
も
あ
っ
て
山
へ

の
か
か
わ
り
や
知
識
、
蘊
蓄
は
他
を
持
っ
て
代
え
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。 

平
成
２
８
年
１
１
月
２
０
日
、
持
経
・
平
治
宿
で
の
作
業
に
初
参
加
さ
れ
て
、

以
後
の
５
年
間
は
大
車
輪
の
活
躍
だ
っ
た
。 

 

今
回
の
追
悼
登
山
に
つ
い
て
事
前
に
中
前
君
に
導
師
を
、
大
江
、
畑
林
の
お

二
人
に
御
供
の
準
備
を
お
願
い
し
た
。 

 
 

 
 

 

玉
置
辻
に
集
合 

 
 
 

松
平
集
落
跡
に
到
着 

 
 
 

玉
置
社
僧
墓
前
で 

 

当
日
午
前
１
０
時
前
、
奥
様
と
自
知
君
、
山
川
氏
岳
友
の
皆
さ
ん
を
含
め
計

２
１
名
が
玉
置
辻
に
集
合
、
私
か
ら
本
日
の
段
取
り
・
予
定
を
伝
え
て
先
ず
松

平
集
落
跡
に
向
か
っ
た
。 

事
故
当
日
、
倒
木
処
理
後
に
松
平
集
落
跡
で
僧
墓
前
な
ど
を
整
備
す
る
予
定

だ
っ
た
。 

当
日
松
平
集
落
跡
に
登
る
と
、
途
中
の
ミ
ツ
マ
タ
は
刈
り
取
ら
れ
、
僧
墓
前

も
き
れ
い
に
片
付
け
ら
れ
て
い
た
。
中
前
、
植
平
、
坂
野
の
３
氏
を
中
心
に
心

経
を
唱
え
さ
せ
て
頂
い
た
。 

松
平
集
落
跡
を
離
れ
事
故
現
場
に
向
か
う
。
鉄
階
段
を
登
り
約
５
分
で
現
場

に
着
く
が
、
こ
こ
も
残
っ
て
い
た
斜
木
が
切
除
さ
れ
て
整
備
が
済
ん
で
い
た
。 



早
速
供
台
を
設
置
し
て
持
参
の
供
物
を
台
上
に
。
石
を
集
め
て
ケ
ル
ン
を
造

り
、
山
川
氏
愛
用
の
杖
を
立
て
て
追
悼
供
養
の
準
備
を
整
え
た
。 

 
 

 
 

 
事
故
現
場 

中
前
君
か
ら
有
難
い
お
経
を
唱
え
て
頂
き
、
お
経
の
途
中
か
ら
奥
様
、
自
知

君
と
順
に
各
自
線
香
を
立
て
た
。
最
後
に
私
が
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き
、
自
知
君

か
ら
は
「
親
父
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
追
悼
供
養
し
て
い
た
だ
き
、
き
っ

と
喜
ん
で
い
る
と
思
う
」
と
の
言
葉
を
頂
き
終
了
と
し
た
。 

供
養
終
了
後
、
奥
様
と
自
知
君
は
こ
こ
か
ら
下
山
、
残
り
の
１
９
名
は
玉
置

神
社
ま
で
登
っ
て
休
憩
所
の
椅
子
に
座
っ
て
昼
食
を
摂
っ
た
。 

食
後
、
山
川
氏
の
岳
友
３
名
は
玉
置
山
と
宝
冠
の
森
へ
、
１
６
名
で
奥
駈
道
を

玉
置
辻
に
下
山
し
た
。 

 

植
平
、
榊
本
、
坂
野
、
梶
野
の
皆
さ
ん
に
は
遠
路
ご
参
列
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
事
故
を
２
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。 

そ
れ
を
誓
っ
た
一
日
で
も
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

玉
置
神
社
に
向
か
う 

 
 
 

奥
駈
道
を
下
る 

 
 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 

後
日
知
っ
た
が
、
梶
野
君
が
２
度
現
場
に
向
か
い
、
事
故
現
場
と
松
平
集
落
跡

の
整
備
を
行
っ
た
そ
う
だ
。 

（
記
；
沖
崎
） 
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